
7卯

素

　

書

に

就

い

１
　
て
羽
田
博
士
が
「
唐
光
啓
元
年
書
寫
沙
州
伊
州
・
地
志
残

春
」
と
題
し
て
廣
く
學
界
に
紹
介
せ
ら
れ
た
ス
タ
イ
″
蒐
集
敦

　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
ｆ

煌
文
書
中
の
一
断
簡
は
、
既
に
博
士
の
指
摘
せ
ら
れ
た
通
り
、

幾
多
の
勘
に
於
て
注
意
す
べ
き
記
事
を
含
ん
で
ゐ
る
が
、
そ
の

中
で
も
伊
吾
謳
の
祇
廟
に
開
す
る
記
事
の
如
き
、
殊
に
主
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

　
　
　
　
　
　
　
　

④

る
も
の
と
し
て
、
故
藤
田
剣
峰
博
士
や
石
田
杜
村
學
士
の
精
密

た
る
研
究
を
経
て
き
た
所
で
あ
る
。
わ
た
く
し
も
前
年
「
祇
敦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

雑
考
」
を
草
し
て
世
に
問
う
た
時
、
ま
た
そ
の
記
事
を
引
用
し
て

聊
か
考
鐙
を
試
み
る
所
が
あ
っ
た
。
然
る
に
そ
の
記
事
の
中
に

　

火
祇
廟
中
有
素
書
形
像
無
数

と
い
ふ
Ｉ
見
極
め
て
平
易
に
似
て
而
か
も
解
憚
に
・
苦
し
む
一
句

が
あ
る
。
素
書
形
像
と
は
何
か
。
こ
れ
が
問
題
で
あ
る
こ
と
は

言
ふ
■
≪
で
も
な
い
。
わ
た
く
し
の
知
る
所
で
は
、
こ
の
問
題
を

始
め
て
解
程
し
た
の
は
膝
田
博
士
で
あ
る
。
博
士
は
そ
の
「
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤

那
印
刷
の
起
原
」
と
題
す
る
論
文
に
於
て
唐
の
慧
立
の
慈
恵
傅

て

紳

　

ｍ

　

喜

　

一

　

郎

に
、
´
玄
奘
の
死
せ
ん
と
す
る
や
、
嘉
倚
法
師
を
し
て
翻
す
る
所

巻
」
と
題
し
て
廣
く
學
界
に
紹
介
せ
ら
れ
た
ス
タ
イ
″
蒐
集
敦

　
　

の
経
・
造
っ
た
所
の
像
を
具
鎌
せ
し
め
。
「
叉
録
造
倶
砥
霊
像
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
④

煌
文
書
中
の
一
断
簡
は
、
既
に
博
士
の
指
摘
せ
ら
れ
た
通
り
、

　
　

彊
勒
像
・
各
一
千
映
。
叉
造
素
像
十
倶
祗
。
」
と
言
っ
て
ゐ
る
の

を
解
揮
し
て
、

　

素
は
壕
と
同
じ
く
、
塑
と
通
じ
、
索
像
は
即
ち
塑
像
で
あ
る
’

　

尤
も
P
e
l
l
i
o
ｔ
氏
獲
見
の
沙
州
都
督
府
圖
経
の
。
断
片
中
に

　

「
祇
廟
中
有
素
書
形
像
無
数
」
と
あ
り
、
置
厦
は
素
書
形
像

　

即
ち
素
描
の
形
像
と
も
取
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
が
、
し
か
も
玄

　

奘
の
死
期
の
至
れ
る
を
知
る
や
、
慈
恩
傅
に
「
今
欲
往
蘭
芝

　

等
谷
、
破
附
倶
祗
佛
像
、
於
是
於
門
人
同
出
云
云
、
」
と
云
ひ

　

之
を
蘭
芝
等
の
谷
に
安
置
し
て
あ
っ
だ
様
子
か
ら
脱
る
と
、

　

塑
像
と
硯
る
が
穏
富
の
や
う
で
あ
る
。

と
述
べ
、
偶
∵
１
素
書
形
像
に
説
明
を
加
へ
ら
れ
た
。
こ
の
博
士

の
解
祥
を
推
考
ず
る
と
、
素
像
と
素
書
形
像
と
は
別
で
あ
っ
て
、
。

素
像
は
塑
像
で
あ
り
、
索
書
形
像
は
素
描
の
形
像
で
あ
る
と
い
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ノクｙ

ふ
こ
と
に
な
る
・
索
像
の
塑
像
で
あ
る
こ
と
は
固
よ
り
博
士
の

説
か
れ
る
通
り
で
あ
っ
て
、
現
に
い
ま
引
用
し
た
慈
恩
傅
の
文

な
ど
も
、
宇
都
宮
學
士
の
慈
恩
傅
の
孜
異
に
よ
る
と
、
高
麗
蔵

本
に
は
塑
像
に
作
っ
て
あ
る
位
で
あ
る
。
然
し
素
書
形
像
に
就

い
て
は
、
わ
た
く
し
は
博
士
と
解
憚
を
異
に
し
、
こ
れ
ま
た
素

像
と
同
じ
く
塑
像
の
こ
と
で
あ
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
以
下

こ
れ
に
開
す
る
鄙
見
を
述
べ
て
み
よ
う
。

　

抑
も
素
１
　
と
い
ふ
言
葉
は
、
わ
た
く
し
の
寡
聞
で
は
、
い
ま

の
沙
州
・
伊
州
地
志
残
巻
に
見
え
る
の
み
で
、
そ
の
他
に
は
全

然
用
例
の
あ
る
を
知
ら
な
い
。
然
る
に
六
朝
や
唐
代
の
金
石
文

に
素
畳
と
い
ふ
言
葉
が
見
え
る
。
印
ち

　

（
一
）

　

北
衝
天
統
三
年
張
扉
儒
造
浮
圖
址
素
像
記
（
陶
斎
蔵

　
　

石
記
谷
十
二
）
に
い
ふ

　
　
　

在
黄
岡
上
。
造
浮
圖
一
亘
。
素
書
像
容
。
刊
石
立
形
。

　
　
　

憚
迦
菩
薩
。
妙
巧
班
公
。

　

（
二
）

　

唐
大
和
七
年
龍
興
々
造
上
方
閣
書
法
華
感
謝
記
（
山

　
　

西
石
刻
叢
編
巻
九
）
に
い
ふ

　
　

。
。

　
　
　

襲
造
上
方
閣
一
所
。
蚊
書
法
華
感
態
事
相
。
及
素
書
禰

　
　
　

勒
佛
。

と
あ
る
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
の
素
書
と
い
ふ
言
葉
ぽ
、
ま

た
敦
煌
の
金
石
文
や
文
書
の
中
に
、
素
と
書
と
の
二
字
に
分
ち

用
ゐ
互
文
と
し
て
對
阜
し
た
例
が
あ
る
。

　

（
三
）

　

朧
酉
李
府
君
修
功
徳
碑
記
（
西
域
水
道
記
巻
三
・
沙

　
　

州
文
節
）
に
い
ふ

　
　
　

由
是
巡
山
作
徴
。
歴
瞼
経
行
。
盤
廻
未
周
。
軒
輔
屹
断
。

　
　
　

劉
削
有
地
。
締
構
無
人
。
遂
千
金
貿
エ
。
百
堵
興
役
。

　
　
　

奮
鎚
聾
祭
。
褐
石
蔭
山
。
素
涅
槃
像
一
舗
・
如
意
輪
菩

　
　
　

薩
・
不
室
胃
索
菩
薩
各
一
鋪
。
書
報
恩
天
請
問
ふ
日
賢

　
　
　

菩
薩
・
文
珠
師
利
菩
薩
・
東
方
薬
師
・
酉
方
浄
土
・
千

　
　
　

手
千
限
観
世
晋
菩
薩
・
悔
勒
上
生
下
生
・
如
意
輪
不
空

　
　
　

冒
索
等
愛
各
一
鋪
。
賢
劫
千
佛
一
千
躯
。
初
坏
土
塗
旋

　
　
　

布
錯
彩
。
諮
開
石
壁
。
倣
現
金
容
。

　

（
四
）

　

大
番
故
熾
煌
郡
莫
高
窟
陰
處
士
公
修
功
徳
記
（
沙
州

　
　

文
録
）
に
い
ふ

　
　
　

遂
則
貿
良
工
招
鍛
匠
。
弟
二
暦
中
方
啓
兄
扁
洞
。
其
所
盤

　
　
　

窟
額
題
報
恩
君
親
也
。
寵
内
１
０
憚
迦
牟
尼
像
井
聾
聞
菩

　
　
　

薩
４
　
等
共
七
駆
。
帳
門
陽
面
。
書
文
珠
・
普
賢
菩
薩
井

　
　
　

侍
従
。
南
塘
書
西
方
浄
土
・
法
花
天
請
問
’
賓
恩
愛
各

　
　
　

一
鋪
。
北
培
。
薬
師
浄
土
・
花
蔽
・
弾
勒
・
維
摩
愛
各

　
　
　

一
鋪
。
門
外
。
護
法
善
紳
。
然
則
金
烏
東
谷
。
隨
佛
日
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７９ｊ

　
　
　

以
施
仁
。
玉
兎
西
山
。
吋
慈
雲
而
布
潤
。

　
　

。

　

わ
た
く
し
は
以
上
列
車
し
た
例
か
ら
考
へ
て
、
沙
州
・
伊
州

地
志
残
春
の
「
素
書
形
像
」
は
「
素
書
形
像
」
の
誤
寫
に
相
違

だ
か
ら
う
と
思
ふ
。
然
ら
ば
素
書
と
は
何
か
と
い
ふ
に
、
清
の

銭
大
尉
は
潜
研
堂
金
石
践
尾
緬
巻
二
に
、
わ
た
く
し
の
第
二
に

車
げ
た
唐
大
和
七
年
の
時
を
青
蓮
寺
碑
の
名
の
下
に
著
録
し
て

　

時
有
素
書
弼
勒
佛
之
語
。
按
説
文
無
塑
字
。
唐
宋
時
刻
。
或

　

作
壕
。
亦
俗
。
不
若
作
素
之
篤
得
也
。

と
言
つ
て
ゐ
る
。
而
し
て
陶
斎
蔵
石
記
の
著
者
も
、
わ
た
く
し

の
第
一
に
車
げ
た
北
斉
天
統
三
年
の
造
像
記
の
践
語
の
中
に
、

こ
の
銭
氏
の
説
を
引
用
し
て
賛
意
を
表
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

素
書
の
塑
像
で
あ
る
こ
と
は
殆
ど
疑
な
か
ら
う
。
そ
の
書
の
字

は
彩
色
を
施
す
意
で
あ
る
。
わ
た
く
し
が
第
三
に
車
げ
た
李
府

君
修
功
徳
記
に
「
初
坏
土
塗
施
布
錯
彩
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の

こ
と
を
尤
も
能
く
物
語
つ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。

注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

①
小
川
博
士
還
暦
記
念
史
學
地
理
學
論
叢

③
史
學
雑
誌
第
三
十
五
編
第
十
一
胱
。
但
し
博
士
は
こ
め
沙
州
・
伊

　
　

州
地
志
残
巻
を
毎
時
も
誤
っ
て
ペ
リ
オ
氏
登
見
の
沙
州
都
督
府
圖

　
　

経
と
し
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。

③
同
上
第
三
十
九
編
第
六
魏

④
同
上
第
四
胱

④
剣
峰
萱
草

④
慈
恩
傅
巻
十
。
い
ま
藤
田
博
士
所
引
の
ま
ｓ
に
従
ふ
。

　
　
　
　
　

（
昭
和
十
四
年
十
一
月
五
日
東
洋
史
談
話
會
大
會
講
演
）

　
　
　
　
　
　

京
濃
線
と
Ｍ
t
Ｃ
Ｍ
Ｍ
t
Ｃ

　

昨
日
北
京
を
出
没
し
て
澱
定
通
り
族
行
に
出
ま
し
仁
。
色
々

な
事
故
の
篤
め
、
汽
車
は
四
時
間
近
く
も
涯
れ
て
石
家
荘
に
延

着
し
ま
し
た
。
途
中
保
定
あ
た
り
か
ら
な
ご
や
か
な
新
正
月
の

春
日
和
が
が
ら
り
と
愛
っ
て
、
一
面
の
雪
景
色
に
な
っ
仁
の
に

は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
石
家
荘
も
到
る
所
水
溜
り
が
あ
っ
て
十

二
日
に
雪
が
降
っ
記
と
の
こ
と
で
す
。
今
朝
十
時
五
十
五
分
そ

こ
を
た
っ
て
順
徳
に
着
き
ま
し
仁
。
今
日
は
よ
い
天
気
で
す
。

順
徳
は
河
北
省
南
部
最
大
の
町
で
な
か
く
立
派
で
す
。
事
髪

以
後
道
制
が
し
か
れ
て
か
ら
翼
南
道
公
署
の
所
在
地
と
な
っ
て

を
り
ま
す
。
日
本
人
は
一
千
人
と
い
は
れ
て
ゐ
ま
す
が
、
六
割

ま
で
は
牛
島
人
と
の
こ
と
で
中
で
も
女
が
特
に
多
い
さ
う
で

す
。
時
間
が
な
’
い
の
で
夕
方
薄
暗
～
ヽ
な
る
ま
で
城
内
を
あ
ち
こ

ち
見
て
廻
り
ま
し
た
。
有
名
な
開
元
二
十
七
年
の
道
徳
絃
翰
は

随
分
荒
れ
て
は
ゐ
ま
す
が
、
碑
で
堂
が
造
ら
れ
て
保
存
さ
れ
て

ゐ
ま
す
。
俗
に
西
大
寺
と
い
は
れ
る
天
寧
寺
に
は
元
の
趙
孟
頬

の
書
い
た
碑
が
あ
ｂ
ま
す
。
開
元
寺
は
こ
れ
に
對
し
て
東
大
寺

と
い
は
れ
、
唐
の
鐘
離
腹
の
詩
に
も
よ
ま
れ
て
ゐ
る
所
で
す
ｏ

境
内
は
荒
れ
て
ゐ
ま
す
が
、
宋
金
元
の
碑
が
い
く
つ
も
立
っ
て

ゐ
ま
す
。
元
の
世
祀
が
何
度
か
行
幸
し
た
所
の
様
で
所
謂
俗
語

僚
の
聖
旨
碑
も
二
つ
あ
り
ま
し
た
。
明
日
は
午
前
中
に
郡
耶
に

向
ひ
ま
す
。
（
昭
和
十
五
年
二
月
十
四
日
日
比
｀
野
丈
夫
）
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